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福島イノベーション・コースト構想説明会

イノベ構想参画促進セミナー!!
福島の未来を拓く

2月21日（月）
オンライン開催（Zoom）
※当日参加用ＵＲＬを別途メールにて
　お送りいたします。

福島イノベーション・コースト構想に対する地域企業等の理解を醸成すると共に、地域企業等のイノベ構想関連事業への参画や
進出企業はじめ関連企業との連携や商取引等の促進を図り、福島イノベ構想の取組を加速させていくことを目的とする。

福島イノベーション・コースト構想の取り組みを理解し、その支援制度や
ネットワークを活用しながら新たな取り組みを始めてみませんか？

福島イノベ構想に関心のある事業者、イノ
ベ関連事業に取組む事業者（イノベ企業）、
イノベ企業等とのネットワークを作りたい
事業者、行政関係者、支援機関関係者 等

定 員

100名開 催
日 時

開 催
方 法 対　象

オンライン
参加のみ

第4回
全体説明会

令
和
４
年

開会挨拶・趣旨説明
第Ⅰ部  特別講演
講　演 ①
演　題：「フクシマから未来へ」～科学技術による福島復興を目指して～
講　師：株式会社東日本計算センター 代表取締役社長　鷺 弘樹 様
講　演②
演　題：福島高専の産学連携と福島イノベ構想
講　師：福島工業高等専門学校 機械システム工学科 准教授　鈴木 茂和 様
第Ⅱ部 福島イノベ構想参画促進セミナー
　　　　①福島イノベーション・コースト構想について
　　　　②福島イノベ構想関連施策・支援制度等について
　　　　③事例紹介 －地域で活躍するイノベ企業－
閉　会　

福島県では、「福島イノベーション・コースト構想」のもと、東日本
大震災及び原子力災害によって失われた浜通り地域等の産業を
回復するため、当該地域の新たな産業基盤の構築を目指して、
ロボット・ドローン、エネルギー、廃炉、農林水産等の分野におけ
るプロジェクトの具体化を進めるとともに、産業集積や人材育
成、交流人口の拡大等に取り組んでいます。
特別講演では、地元企業として福島の復興に向けて自社の技術
を活用しながら新たな分野への参入を目指している株式会社東
日本計算センターの鷺 弘樹代表取締役社長を講師に迎え、福島
イノベ構想への参画のきっかけやこれまでの取組と課題、そして
今後の展望についてお話しいただきます。
また、東日本計算センターと共同で廃炉に向けた水中ロボットの
開発を進められている福島工業高等専門学校機械システム工学
科の鈴木茂和准教授より、福島イノベ構想関連分野における産
学連携のきっかけやメリット、これまでの取組み等についてお話
しいただきます。

特別講演概要 １３：３０
１３：３５

１４：４５

１５：３０  

程度

株式会社東日本計算センター
代表取締役社長
鷺　弘 樹 (さぎ ひろき)
【略　歴】
◆学　歴
昭和５８年３月 福島県立磐城高等学校 卒業
昭和６３年３月 早稲田大学 理工学部 応用物理学科 卒業
◆職　歴
昭和６３年４月 株式会社三菱総合研究所 入社
平成１０年３月 株式会社三菱総合研究所 退職
平成１０年４月 株式会社東日本計算センター 常勤取締役就任
平成１３年４月 株式会社東日本計算センター 専務取締役就任立

平成１７年１２月～ 株式会社東日本計算センター 代表取締役社長就任
（社外）令和元年6月 株式会社いわきコミュニティ放送 代表取締役社長就任
◆その他役職
平成１８年～  東北地域情報サービス産業懇談会（ＴＩＳＡ） 副会長
平成２７年～  いわき商工会議所 常議員
平成２８年２月～ 職業訓練法人 いわき情報処理開発財団いわきコンピュータ・カレッジ 副理事長就任
平成２９年７月～ 東日本国際大学　客員教授
平成３０年６月～ 一般社団法人 福島県情報産業協会（ＦＩＩＡ） 代表理事（会長）
　　〃　　 〃   いわきICT産業協議会（ＩＩＩＡ）設立、会長就任

福島工業高等専門学校
機械システム工学科 准教授
鈴木　茂和 (すずき しげかず)
【略　歴】
平成18年３月 長岡技術科学大学大学院工学研究科 
　　　　　　　博士後期課程材料工学専攻修了
平成16年10月 福島工業高等専門学校機械工学科 助手
平成21年4月　　　　　　 〃　　 　　　　准教授
専門分野　材料強度評価，原子力人材育成
日本塑性加工学会東北・北海道支部 商議員・幹事
日本溶接協会東北地区溶接技術検定委員会 委員
溶接学会東北支部 商議員

福島県溶接技術競技会 審査委員長
福島県高等学校溶接技術競技会 審査委員長
自動車技術会東北支部 理事
OECD/NEA THE EXPERT GROUP ON THE APPLICATION OF 
REMOTE AND ROBOTIC SYSTEMS IN NUCLEAR BACK-END 
(EGRRS) Member
福島陸上競技協会 理事・情報処理委員長
いわき陸上競技協会 理事・記録委員長

：福島県
：（公財）福島イノベーション・コースト構想推進機構
：福島県ハイテクプラザ、（公財）福島県産業振興センター
：（公社）いわき産学官ネットワーク協会

主　催
共　催
後　援
事務局

詳細はこちら



＜福島イノベーション・コースト構想とは？＞
福島イノベーション・コースト構想は、東日本大震災及び原子力災害によって失われた浜通り地域等の産業を
回復するため、当該地域の新たな産業基盤の構築を目指す国家プロジェクトです。
重点分野として①廃炉、②ロボット・ドローン、③エネルギー・環境・リサイクル、④農林水産業、⑤医療関連、
⑥航空宇宙の６分野におけるプロジェクトの具体化を進めています。

開催方法

廃　炉

ロボット・ドローン

エネルギー・環境・リサイクル

農林水産業

医療関連

申込み先着順で、定員になり次第締め切らせていただきます。

必要事項をご記入の上、FAX、E-Mailにてお申込みください。

100名程度（オンライン参加のみ）オンライン開催（Zoom）

企業等名

参加者名
ふりがな

氏　名

部署名
連絡先

電　話

FAX

メール

定　員

募集締切

お申込み・
お問い合わせ先

URL  http://www.iwaki-sangakukan.com

公益社団法人いわき産学官ネットワーク協会［担当：長瀬・横山・柴田］
〒９７０-８０２６ いわき市平字田町１２０番地　ＬＡＴＯＶ ６階 いわき産業創造館内
ＴＥＬ：０２４６-２１-７５７０　ＦＡＸ：０２４６-２１-７５７１
Ｅ-ＭＡＩＬ  icsn@iwaki-sangakukan.com

お申し込みはコチラから［必要事項をご記入の上お申し込みください］

福島イノベーション・コースト構想説明会

イノベ構想参画促進セミナー!!
     福島の未来を拓く第４回
全体説明会

浜通り地域等の復興に必要不可欠な廃炉を進めるため、国内外の英知を結集し、研究開発と人材育成
を進めるとともに、取組の効果を産業面にも波及させ、浜通り地域等に産業の集積を図ります。

「浜通りロボット実証区域」では、災害対応や物流・インフラ点検等の分野で活用が期待されるロボット
やドローンの研究開発・実証試験を積極的に呼び込んでいます。「福島ロボットテストフィールド」を中
核として、浜通り地域等へのロボット産業の集積を図ります。

再生可能エネルギーを核とした産業の育成・集積を図り、地域経済の復興・再生に取り組んでいます。

ICTやロボット技術等の開発・実証を進めるとともに、これらの先端技術を取り入れた先進的な農林水
産業を全国に先駆けて実施し、浜通り地域等の農林水産業の復興・再生を進めています。

高齢化や医療・介護人材の不足が進む浜通り地域等において、医療関連産業の集積とともに、企業等の
新規参入を促進しています。

航空宇宙
航空宇宙産業の育成・集積に向けて、参入する企業の支援や産業を担う人材育成に取り組んでいます。


